
水環境にも熱帯雨林にも
できるだけ負荷をかけない洗剤を

商品ものがたり

1.半分に割った実の中にある白い“種”が、洗剤の原料になる部分　2. 大人の頭よりも大きい実の房はかなりの重量　3. 現地で果肉と種に分けられ
て搾油した後、精製されて日本へ輸送　4. 界面活性剤などさまざまな成分を配合し、洗剤のレシピ作り（処方）を行なう開発工程　5. パッケージに
印刷されている環境へのとりくみを示すマーク。上から順に「コープの洗剤環境寄付キャンペーン」（詳細は下記に記載）、「RSPO認証マーク」（認証
された持続可能なパーム油の生産を支持した商品につけられるマーク）、「CFP（カーボンフットプリント）」（商品の原料調達から廃棄・リサイクル
までの過程で排出されるCO2の量を見える化したマーク）　
※WWFは、100カ国以上で活動している環境保全団体です。そのプロジェクトは会費や寄付などの支援金で支えられています。
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えないシーツや枕カバーには“青”
の「抗菌・防臭」というように、最
近では用途に合わせて使い分ける
人も増えています。

て使用テストを実施。水に溶けや
すく、高い洗浄力を持ち、環境に
悪影響を与えにくく、排水後も微
生物に分解されやすい洗剤を開
発しました」。そう話すのは、（株）
コープクリーン営業部・岩

いわはし
橋秀

ひでかず
和

さん。（株）コープクリーンは、コー
プの洗剤の研究開発から原料資
材の調達、生産管理、営業販売ま
でを一手に担っている、日本生協
連の関連会社です。
　洗剤には汚れを落とすための
成分「界面活性剤」が配合されて
いて、その種類や配合比率は商品
の特性により異なります。そして、

「より生分解性が高い界面活性剤
を使用した商品として、1969年、

『コープセフター』を発売しまし
た」と、営業部の遊

ゆ さ
佐匠

たくみ
さんが教

えてくれました。

　「安心・安全（safe）な洗剤を」
という思いを込めて名付けられた
コープセフター。発売以降も、洗
浄力アップと環境負荷の軽減のた
めの研究と改良は続きます。
　1960年代後半、生活排水によ
る河川や海の水環境の悪化が社
会問題化し、1972年には琵琶湖
に藻や赤潮が大発生。藻や赤潮の
栄養源になっていたのが、多くの
合成洗剤に含まれていた成分「リ
ン」です。この問題を受け、1980
年には「コープセフター」の無リン
化を実現しました。1983年には地
球規模での環境負荷を考え、性能
は保ちつつ、より環境負荷の少な
い成分として、パーム油を精製し
た界面活性剤へと転換しました。

　セフターをはじめコープの合成
洗剤は、マレーシアとインドネシ
アのプランテーションで栽培され
たアブラヤシから取れるパーム油
を使用しています。パーム油はア
ブラヤシの果肉や種から得られ、
洗剤だけでなく、食品、化粧品、化
学製品など幅広く利用されてい
ます。
　いま、マレーシアやインドネシ
アを中心に、大規模なアブラヤシ
農園開発が行なわれ、その過程で
多くの熱帯雨林が伐採され焼き払
われています。
　この問題に対応するため、日本
生協連では2010年から「コープ
の洗剤環境寄付キャンペーン」を
開始。これまで「ボルネオ緑の回

廊」プロジェクトや、地域の環境団
体へ3400万円以上を寄付してき
ました。2018年からはWWFジャ
パン※がインドネシア領ボルネオ
島で進めるプロジェクトに支援先
を変更。西カリマンタン州の保護
価値が高い森林に近いエリアにあ
る、小規模パーム農園の持続可能
な生産を応援しています。
　また、（株）コープクリーンは2006
年、日本生協連は2017年に、非営
利組織「RSPO（持続可能なパーム
油のための円卓会議）」に加盟。認
証パーム油を商品の原料に順次切
り替えて行くことで、環境への影
響低減や、持続可能な社会づくり
に貢献しているのです。
　高い洗浄力と環境負荷の軽減を
両立させた セフターENERGY。
毎日の洗濯に、ぜひご利用くだ
さい。

洗浄力と環境、
どちらも大切

セフターから考える
地球環境のいま

▲開発当時のコープセフター

持続可能なパーム油の生産を
支援する活動につながります

※セフターENERGYなど、コープの洗剤11アイテムが対象となります。

1品つき0.5円を
環境団体に寄付

セフターENERGYの原料であるパー
ム油はアブラヤシから作られていま
す。このアブラヤシの農園開発は、
熱帯雨林喪失の原因のひとつです。
生協ではその売り上げの一部を使っ
て環境保護団体とともにその問題の
解決に取り組んでいます。

キャンペーン期間：2018年5月21日〜2019年5月20日
研究を重ね
「コープセフター」誕生へ

　実はコープの洗剤は、組合員参
加型開発商品の第1号です。
　1966年に生協初の洗濯用合成
洗剤として「CO・OPソフト」が
誕生。生協ならではの環境に配慮
したとりくみの証でした。「開発
時は約5000人の組合員が参加し

持続可能なパーム油の生産を支援する

2018年

コープ
の

洗剤環境寄付キャンペーン

対象商品※1品を
お買い求めください
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